
☆
文
芸
部
門 

 
 
 
 
 

川
端 

健
一 

 
 
 
 

☆
美
術
工
芸
部
門 

 
 
 
 
 

橋
本 

美
枝
子(

江
苑) 

 
 
 
 

☆
茶
華
道
部
門 

 
 
 
 
 

茶
華
道
柴
山
流
松
涛
会 

 
 
 
 

☆
日
舞
部
門 

 
 
 
 
 

大
橋
土
子(

藤
影
寿
巳
若) 

 
 
 
 

☆
洋
舞
・
そ
の
他
部
門 

 
 
 
 
 

山
陽
小
野
田
か
る
た
協
会 

 
 
 
 

☆
邦
楽
部
門 

 
 
 
 
 

齊
藤
示
謡
会 

 
 
 
 

☆
音
楽
部
門 

 
 
 
 
 

高
橋 

由
子 

 
 
 
 

☆
文
化
協
会 

 
 
 
 
 

倉
田 

義
和 

第10 号 2015年7月発行 

ごあいさつ 文化協会会長 中村 克衛 

 平成1７年3月、山陽小野田市が誕生しました。それに併せて、同年、小野田市、山陽町両文 

化協会の合併総会を経て、山陽小野田市文化協会が発足しました。早く一体となって市民の文 

化向上に努力しよう。との合言葉で事業を進めて、はや10年。.時のたつのは早いものです。 

昨年は、合併10周年の記念事業として、オーケストラ・アンサンブル金沢山陽小野田公演を 

開催し、本物のオーケストラに賛辞をいただきました。その他、尾形大介のピアノコンサート、 

文化バスをはじめ、通年の各部門別の行事、市民文化祭など多彩でした。一言付言すれば、折 

角の文化祭ですから多くの方々に観賞していただき、関連分野のみならず、他の分野も観ていただければ会場は

一層賑やかになりますし、自分の演技の向上は更に心の幅にも繋がるものと思います。 

今年度も実りある事業を計画いたします。また、市主催の多彩な記念行事が計画されています。進んでご参加

ください。 

山陽小野田市文化協会だより                                         

                                    
 

 

 

 

  

                       

『キ
ャ
ッ
ツ
を
観
劇
し
て
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

角
野 

鴒
玉 

 

こ
の
度
、
四
十
五
名
の
個
人
会
員

さ
ん
で
、
文
化
バ
ス
「
キ
ャ
ッ
ツ
」

を
観
劇
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

劇
場
に
一
歩
入
っ
た
と
た
ん
、
ウ

ワ
ー
ッ
！
と
声
を
出
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
満
月
の
夜
の
片
隅
の
猫
屋
敷

が
見
事
に
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今

宵
は
た
く
さ
ん
の
ジ
ェ
リ
ク
ル
キ
ャ

ッ
ツ
が
集
ま
っ
て
、
長
老
猫
が
舞
踏

会
で
一
匹
の
純
粋
な
ジ
ェ
リ
ク
ル
キ

ャ
ッ
ツ
を
選
ぶ
シ
ー
ン
。
な
ん
と

色
々
な
猫
が
い
る
こ
と
。身
の
軽
さ
、

声
の
素
晴
ら
し
さ
。
あ
っ
と
い
う
間

の
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
次
の

文
化
バ
ス
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

                                       

    
 

             

『文
化
バ
ス
に
参
加
し
て
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

原
田 

頼
邦 

 

毎
年
開
催
さ
れ
る
文
化
協
会
主
催

の
文
化
バ
ス
文
化
財
探
訪
。
今
回
は

天
気
も
良
く
柳
川
市
の
御
花
苑
と
久

留
米
市
の
石
橋
美
術
館
の
二
か
所
を

見
学
。
柳
川
に
到
着
し
て
、
さ
っ
そ

く
昼
食
。
柳
川
と
い
え
ば
「
せ
い
ろ

む
し
」
だ
が
「
う
な
ぎ
」
が
「
牛
」

に
変
化
、
予
算
の
都
合
上
「
ま
あ
仕

方
な
い
か
」
と
蒲
焼
の
匂
い
を
服
に

し
み
こ
ま
せ
、
周
り
に
御
花
畠
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
と
い
う
柳
川
藩
立
花

邸
御
花
を
見
学
。
庭
園
は
殿
様
の
奥

方
の
実
家
で
も
あ
る
伊
達
藩
の
宮
城

県
松
島
を
模
し
た
と
か
？
先
月
観
光

し
た
宮
城
の
松
島
と
は
ま
た
別
の
趣

が
あ
っ
た
。 

 

そ
し
て
久
留
米
市
の
石
橋
美
術
館

へ
。
主
な
る
作
品
を
２
０
１
６
年
に

東
京
へ
移
す
と
の
こ
と
。
今
が
観
賞 

の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
。
日
本
を
代
表

す
る
洋
画
家
の
作
品
を
堪
能
。建
築
、 

                  
 

                                                     

絵
を
か
じ
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
は

少
し
で
も
勉
強
に
な
る
の
で
は
…
と
。

「
絵
画
は
見
る
も
の
で
も
あ
る
が
読

む
も
の
で
も
あ
る
」
と
常
に
思
っ
て

い
る
私
だ
が
、
未
だ
に
読
み
切
れ
な

い
。
文
化
は
利
用
す
る
も
の
、
そ
し

て
守
る
も
の
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ

た
一
日
で
し
た
。 

平成27年度 文化協会事業計画 

１．主な会議の開催について 

役員会・常任理事会   平成27年4月20日（月）・5月9日（金）    文化会館 

総会・理事会      平成27年5月19日（土）            文化会館 

   企画実行委員会、文化協会だより編集委員会、自主文化事業実行委員会、各部門部会など随時開催 

２．主な事業実施について 

 （１）自主文化事業 

開 催 日 事 業 名 会 場 

12/14(日) 「琉球舞踊山陽小野田公演」 文化会館 

（２）文化バス（個人会員限定） 

開 催 日 行 き 先 備 考 

11/19(木) 大分県杵築方面【 二階堂美術館 】 45名 

11/23(土) 博多座の集い【 放浪記 】 45名 

（３）第11回山陽小野田市民文化祭 

開  催  日 事  業  名 会 場 

119/26 (日) 川柳大会 市民館（団体会議室） 

119/20 (日) 市民音楽祭（歌謡部門） 市民館（文化ホール） 

10/24 (日) 市民音楽祭（合唱・合奏部門） 文化会館 (大ホール) 

 10/11 (日) 日本舞踊祭 市民館（文化ホール） 

10/18 (日) 邦楽大会 文化会館 (大ホール) 

10/30 (金)～11/1(日) 展覧会 市民館（体育ホール） 

 11/21 (日) 洋舞演劇祭 市民館（文化ホール） 

11/27 (土) 市民茶会 市民館（和室） 

 11/27 (土) 俳句大会 高千帆福祉会館 

 11/27 (土)～8(日) 華道展 市民館（体育ホール） 

11/28 (日) 短歌大会 小野田商工センター 

（４）児童生徒書道展 

開  催  日 事  業  名 会 場 

1/28 (木)～2/3(水) 第11回山陽小野田市児童生徒書道展 おのだサンパーク 

（５）文化協会だより「さんようおのだ文化」第10号  平成27年7月発行予定 

（６）割引対象事業 

開 催 日 事  業  名 会 場 

17/25(日) 山陽小野田市誕生10周年記念事業 「セルゲイ・ナカリャコフ トランペット・リサイタル」 文化会館 

17/10(金) 歌舞伎公演「あんまと泥棒」 文化会館 

12/14(日) 「琉球舞踊山陽小野田公演」 文化会館 

 

❤ 新 規 会 員 募 集 ❤ 

山陽小野田市文化協会の活動に賛同していただける会員を
募集しています 
●会費   個人会員 年額（1口）１，５００円 
      団体会員 年額（1口）５，０００円 
      賛助会員 年額（1口）５，０００円 
●会員の特典 
・個人会員・賛助会員の方は、割引対象事業の会員割引が受
けられます。 

・会報その他事業案内をお届けします。 
・個人会員限定の文化バスの交通費が割引されます。 
●申込方法 
加入申込書にご記入の上、会費を振込または事務局で直接
納入してください。 

編集・発行/山陽小野田市文化協会 〒757-0002 山陽小野田市大字郡1754番地 
電話：0836-39-5665 FAX：0836-71-1002 Email：sanyo-onoda-bunka.jp 
URL  http;//www.sanyo-onoda-bunka.jp/ 

さんようおのだ文化 

（7月19日 キャナルシティ劇場） 

（11月20日 石橋美術館） 

１ 

平成26年9月27日山陽小野田市文化協会合併10周年記念事業として、オーケストラ・アンサンブル金沢 山陽小野田公演が開催

されました。多くの来場者が日本最高水準のメンデルスゾーン演奏に魅了されました。 

山陽小野田市文化協会だより 

２ 

２ ２ 

４ 



   

俳 

句 

山
陽
小
野
田
市
長
賞 

野
に
あ
り
て
こ
そ
の
主
張
や
吾
亦
紅 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
三
浦 

裕
子 

山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

わ
が
魂
の
寄
辺
の
一
書
秋
灯
下 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

山
本 

桂
子 

山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

み
の
虫
の
揺
れ
巾
チ
ェ
ロ
の
無
伴
奏 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

山
田
東
龍
子 

山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
会
長
賞 

絶
叫
の
形
の
鰯
並
べ
干
す 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

浅
上 

薫
風 

山
陽
小
野
田
観
光
協
会
会
長
賞 

小
さ
き
手
を
挙
げ
て
宣
誓
天
高
し 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

小
河 

充
子 

山
陽
小
野
田
俳
句
協
会
会
長
賞 

菊
人
形
衿
は
菊
師
の
長
が
挿
す 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

瀬
口
美
知
代 

川 

柳 

山
陽
小
野
田
市
長
賞 

夢
は
宇
宙
へ
星
の
ロ
マ
ン
を
追
い
な

が
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
前 

幸
子 

 
 
 
 
 
 

 

                       

大
変
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
し
た
。 

 

特
に
、
独
唱
に
お
け
る
ピ
ア
ノ
と

声
楽
家
の
演
奏
は
胸
を
打
つ
も
の
が

あ
り
、
子
供
達
も
か
わ
い
い
演
奏
を 

し
、
会
場
が
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。 

 

山
陽
小
野
田
市
に
は
ま
だ
ま
だ
多

く
の
音
楽
愛
好
家
が
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
市
民
音
楽
祭
に
多
く
の
演

奏
家
が
参
加
さ
れ
、
ま
す
ま
す
発
展

す
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

                

山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

う
ら
ら
な
る
海
へ
詩
人
に
な
る
わ

た
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
前 

幸
子 

山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

神
様
の
死
角
で
嘘
と
手
を
握
る 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

野
村 

稲
波 

山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
会
長
賞 

笑
わ
せ
て
泣
か
せ
て
法
話
有
難
い 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

安
部
真
佐
子 

小
野
田
世
面
多
留
川
柳
会
賞 

う
っ
か
り
で
は
す
ま
ぬ
タ
バ
コ
の
消

し
忘
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

國
清 

佳
子 

短 
歌 

山
陽
小
野
田
市
長
賞 

「
ま
た
明
日
」
子
ど
も
ら
の
声
路
地

う
ら
に
散
り
て
秋
の
日
す
と
ん
と
落

ち
ぬ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

山
村
百
合
子 

山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

ど
れ
も
み
な
間
違
い
じ
ゃ
な
い
選
択

肢
今
日
は
こ
の
道
自
転
車
を
漕
ぐ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

奥
嶋 

明
子 

山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

夏
服
の
一
年
生
が
帰
り
ゆ
く
少
し

大
人
に
な
り
し
面
し
て 

 尾
山 

英
子 

山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
会
長
賞 

入
院
の
子
ら
の
書
き
た
る
短
冊
が

光
り
揺
れ
ゐ
る
七
月
七
日 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

田
中
カ
ズ
子 

    

「
厚
狭
図
書
館
絵
画
教
室
の
紹
介
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

原
田 

頼
邦 

 

別
名
「
絵
を
楽
し
む
会
」
と
言
い

ま
す
。
毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日
に 

3
8
 

3
9
 

4
0
 歌

謡
の
部 

 

「
親
し
ま
れ
る
音
楽
祭
を
め
ざ
し
て
」 

 
 

実
行
委
員
長 

た
か 

ひ
ろ
し 

 

昨
年
の
市
民
音
楽
祭
歌
謡
部
門
は
、

九
月
二
十
一
日
に
三
年
目
と
い
う
小

さ
な
節
目
を
迎
え
て
の
開
催
で
し
た

が
、
開
催
目
前
に
野
村
時
信
会
長
が

病
に
よ
り
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
、
そ
の

後
の
大
任
が
務
ま
る
か
ど
う
か
些
か

不
安
で
し
た
が
、
多
く
の
方
々
の
励

ま
し
や
助
言
を
頂
戴
し
、
盛
況
の
う

ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。、

何
よ
り
も
野
村
前
会
長
へ
の
供
養
と

考
え
ま
す
。 

 

今
年
も
九
月
二
十
日
（
日
）
に
市

民
館
文
化
ホ
ー
ル
に
て
市
民
音
楽
祭

歌
謡
部
門
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
会

員
一
同
研
鑽
を
積
み
、
よ
り
一
層
親

し
ま
れ
る
音
楽
祭
を
目
指
し
て
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
多
数

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

            

「
舞
踊
協
会
十
周
年
を
迎
え
て
」 

 
 
 
 

ひ
ろ
の
会 

琴
吹 

千
廣 

振
り
返
れ
ば
、
舞
踊
協
会
に
は
各 

二
時
間
程
度
、
厚
狭
図
書
館
で
勉
強

し
て
い
ま
す
。
専
門
の
先
生
の
指
導

の
も
と
、
日
本
画
・
油
絵
・
水
彩
画
・ 

水
墨
画
と
多
種
多
彩
で
す
。 

絵
を
通
じ
て
仲
間
た
ち
の
文
化
知

識
の
向
上
を
目
的
と
し
、絵
の
鑑
賞
、

ス
ケ
ッ
チ
研
修
な
ど
行
い
、
絵
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。 

 

市
民
文
化
祭
、下
関
市
立
美
術
館
、

厚
狭
図
書
館
の
秋
の
天
神
文
化
展
、

そ
の
他
な
ど
で
、
上
手
下
手
を
問
わ

ず
展
示
し
て
い
ま
す
。
観
て
い
た
だ

く
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。 

                

「
習
わ
ず
し
て
中
世
を
知
る
楽
し
み
」 

 
 

齊
藤
示
謡
会 

齋
藤 
大
二
郎 

 

合
併
前
の
本
市
に
は
、
市
職
員
有

志
に
よ
る
観
世
流
謡
曲
同
好
会
が
活

動
し
て
い
ま
し
た
が
、
会
員
の
退
職

な
ど
に
よ
り
活
動
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

能
楽
観
世
流
を
い
く
ら
か
で
も
市

民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
本
会
を
発
足
さ
せ
、
市
民
文
化
祭 

   

流
派
の
会
の
有
志
が
集
い
設
立
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
市
の
協
力

の
も
と
、
毎
年
会
員
た
ち
は
市
民
文

化
祭
を
楽
し
み
に
舞
台
を
務
め
て
い

ま
す
。
た
だ
思
い
ま
す
の
は
、
市
民

文
化
祭
は
学
芸
会
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
舞
踊
協
会
が
一
体
と
な
っ
て
番

組
作
り
の
相
談
が
大
事
な
事
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
舞
台
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
し
ら
…
反
省
点
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。 

 

こ
れ
を
機
に
、
市
民
の
方
々
が
観

て
よ
か
っ
た
と
の
声
が
聞
こ
え
る
よ

う
な
舞
台
へ
と
し
て
い
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
育
つ
こ
と
が

よ
い
舞
台
に
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ

う
。 

 

  
 

              

「
市
民
文
化
祭
を
終
え
て
」 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
山
陽
あ
り
す
の
家 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

峰
永 

郁
代 

 

山
陽
小
野
田
市
民
文
化
祭
洋
舞
演 

邦
楽
大
会
へ
の
参
加
、
広
中
能
舞
台 

で
秋
に
開
催
す
る
示
謡
会
大
会
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。 

会
員
の
高
齢
化
が
気
が
か
り
で
、

今
後
の
会
の
活
動
や
存
続
そ
の
も
の

の
不
安
が
つ
き
ま
と
っ
て
お
り
ま
す

が
、
毎
月
の
稽
古
や
秋
の
発
表
会
を

楽
し
み
に
元
気
よ
く
稽
古
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。ご
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。 

                

「
市
民
茶
会
を
お
引
き
受
け
し
て
」 

 
 
 

茶
華
道
柴
山
流
厚
狭
支
部 

河
嶋 

邦
子 

 

市
民
文
化
祭
で
柴
山
流
が
お
茶
席

を
担
当
い
た
し
ま
し
た
。
お
客
様
に

お
煎
茶
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
く
、

道
具
合
わ
せ
を
考
え
、
こ
く
が
あ
り

ま
ろ
や
か
で
甘
み
の
あ
る
お
煎
茶
を

お
出
し
し
た
い
と
茶
葉
を
選
び
、
茶

葉
の
量
、
お
湯
の
温
度
、
蒸
ら
す
時

間
な
ど
何
度
も
試
し
当
日
を
迎
え
ま

し
た
。 

 

お
客
様
に
お
煎
茶
を
味
わ
っ
て
い 

   

劇
祭
が
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。
バ 

レ
エ
、
ダ
ン
ス
、
太
極
拳
、
演
劇
と

沢
山
の
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
特

色
を
生
か
さ
れ
て
お
り
、
大
変
有
意 

義
な
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ 

も
山
陽
小
野
田
市
、
文
化
協
会
関
係 

者
の
皆
様
の
ご
尽
力
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
が
、
創
造
性
や
音
楽
性
、
そ
し

て
健
康
力
や
表
現
力
を
つ
け
る
た
め

精
進
し
て
い
き
な
が
ら
、
地
域
の
歴

史
の
ひ
と
つ
に
貢
献
で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
年
齢
層
幅
広
く
活

動
で
き
ま
す
よ
う
、
ま
た
お
声
掛
け

く
だ
さ
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

              

自
主
文
化
事
業 

 

世
界
に
認
め
ら
れ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト 

「
尾
形
大
介
に
よ
る
楽
し
い 

ク
リ
ニ
ッ
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」 

 

平
成
26
年
8
月
2
日（
土
）に
、

山
陽
小
野
田
市
主
催
の
恒
例
行
事
で 

た
だ
き
「
お
い
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
一
同

安
堵
し
感
謝
い
た
し
ま
し
た
。 

お
茶
と
い
え
ば
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
飲
め
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
が
あ

る
便
利
な
時
代
に
「
お
茶
で
も
て
な

し
、
も
て
な
さ
れ
る
。」
と
い
う
日
本

の
文
化
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と

す
る
な
ら
ば
、
柴
山
流
一
同
心
よ
り

嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

                 

「
第
10
回
市
民
音
楽
祭
開
催
！
」 

 
 
 

実
行
委
員
長 

比
嘉 

朝
康 

 

平
成
２６
年
１０
月
５
日
（
日
）
山

陽
小
野
田
市
民
館
文
化
ホ
ー
ル
に
お

い
て
「
第
１０
回
市
民
音
楽
祭
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
合
唱
６
団
体
、
独
唱

３
人
、
ピ
ア
ノ
や
オ
カ
リ
ナ
な
ど
の

楽
器
団
体
が
７
団
体
の
計
１６
団
体

の
参
加
で
し
た
。
ど
の
団
体
も
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
充
分
に
発
揮
さ
れ
、 

   

あ
る
ピ
ア
ノ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
20

回
目
を
迎
え
た
こ
と
を
祝
し
、
宇
部

市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
尾
形
大
介
氏

を
お
招
き
し
て
一
日
中
文
化
会
館

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

3
部
構
成
で
1
部
は
「
楽
し
い

公
開
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
し
て
、
3
名

の
受
講
者
が
尾
形
先
生
よ
り
、
ピ
ア

ノ
を
弾
く
時
の
呼
吸
の
仕
方
や
曲
の

時
代
背
景
な
ど
、
熱
心
な
指
導
を
受

け
る
様
子
を
77
名
の
方
が
聴
講
し

ま
し
た
。 

2
部
は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ア
タ
ー
」

と
し
て
ピ
ア
ノ
に
因
ん
だ
映
画
『
さ

よ
な
ら
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
』を
上
映
し
、

約
100
名
の
方
が
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。  

 
 
 

 

3
部
は
大
ホ
ー
ル
で
「
尾
形
大
介

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
し
て
全
曲

解
説
付
き
で
、
前
半
は
主
に
ピ
ア
ノ

マ
ラ
ソ
ン
で
よ
く
弾
か
れ
る
曲
を
、

後
半
は
お
得
意
の
曲
を
披
露
し
て
い

た
だ
き
、
約
350
名
の
お
客
様
が
聴
き

入
り
、
大
き
な
拍
手
が
会
場
に
響
き

わ
た
り
ま
し
た
。 

平成26年山陽小野田市民文化祭 

平成２６年９月７日～１１月９日 

音  

楽  

部  

門 

山陽小野田市文化協会だより 山陽小野田市文化協会だより 
２ 

日  

舞  

部 
 

門 

そ  

の  

他  

部  

門 

文   

芸   

部   

門 

美 

術 

工 

芸 

部 

門 

邦   
楽   

部   

門 

茶 

華 

道 

部 

門 

（11月7～9日市民館体育ホール） （10月12日文化会館大ホール） 

（11月2日文化会館大ホール） 

３ 

（11月3日市民館第1会議室） 

（齊藤示謡会） 

（10月5日市民館文化ホール） 

（9月21日 

市民館文化ホール） 


